
例年２月から
選手募集するアビ！
みんなの応募を
待っているアビ！



アビリンピックロゴ「星」
をモチーフに、「障害を乗
り越える士気」「受賞の歓
喜」「能力の開花をイメー
ジしてデザイン。名前は、
「アビリンピックの語感と、
「幸せを運んでくれる」と
いう花言葉を持つラン科の
花「マキシラリア・バリア
ビリス」にちなんで命名

大会を象徴するシンボル
マークは、故岡本太郎氏
にお願いして作っていた
だいたものです。月桂樹
の葉と人間を形どったこ
のシンボルマークは、強
く自分を切り開いてゆく
人間像を表しています。

ABILYMPICS

アビリンピック

大会の正式な名称は「障害
者技能競技大会」ですが、
親しみやすいものとするた
め、愛称として「アビリン
ピック」を使っています。
「アビリンピック」
（ABILYMPICS）は、
「アビリティ」
（ABILITY：能力）と「オ
リンピック」
（OLYMPICS）を合わせ
たものです。

名 称 シンボルマーク
マスコット
キャラクター

開催しています。全国大会は昭和47年
の第1回大会から始まり、国際大会は昭
和56年の「国際障害者年」を記念して、
世界で初めて東京で開催されました。今
年、全国大会は千葉県で第４２回大会を、
国際アビリンピックはフランス・メッス
で第１０回大会開催を予定しており、地
方アビリンピックの岩手県大会は２０回
目を数えております。

本大会は、障害のある方々が日頃培った技能を互いに競い合うこと
を通じて、職業能力の向上を図るとともに、企業や社会一般の障害
者雇用に対する理解を深め、その雇用を促進することを目的として

あゆみ



チャレンジいわてアビリンピック２０２２（第２０回岩手県障がい者技能競技大会。以下「大会」という。）は、
障害のある方々が日頃培った技能を互いに競い合うことにより、その職業能力の向上を図るとともに、企業や社会一
般の人々が障害のある方に対する理解と認識を深め、その雇用の促進等を図ることを目的として開催しています。
大会は、一堂に会して実施する開閉会式の中止し、開会式のみ放送設備を用いて全館放送で実施、入賞者

発表を当日から８月１日（月）１４時に主催者ホームページで公表するなど、新型コロナウイルス感染症の影響
を考慮したスケジュールにより、令和４年７月３０日（土）、岩手県立産業技術短期大学校 矢巾キャンパスに
おいて開催しました。また、昨年度に引き続き農福連携マルシェの開催、第２０回大会の記念として新たに岩手県
主催の障がい者雇用促進セミナーを同時開催しました。

＜参加資格＞

チャレンジいわてアビリンピック２０２2
第２0回岩手県障がい者技能競技大会

開催報告

[ 主 催 ] 岩手県 ／ 独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構岩手支部

2022年7月30日（土） 会場：岩手県立産業技術短期大学校 矢巾キャンパス

競技種目
参加対象障

害者
参加選手数（人）

ワープロ

身体障害者

知的障害者

精神障害者

5

表計算 1

喫茶サービス 5

ビルクリーニング 8

ポスター制作（ＤＴＰ） 1

オフィスアシスタント 4

縫製 NEW
～洋裁入門コース～ いわてオリジナル

0

写真撮影 3

縫製

知的障害者

0

木工 6

物品運搬 いわてオリジナル 6

パソコン操作 視覚障害者 1

合 計 40

＜技能競技の実施状況＞

・身体障害者手帳等を所持している方、または指定医もしくは産業医の診断書のある方
・療育手帳等を所持している方、または知的障害者判定機関の判定書等を所持している方
・精神障害者保健福祉手帳を所持している方、または指定医もしくは産業医等（かかりつけ医も含む）の診断書
のある方
※ただし障がい限定種目については、指定の障がいに限る。



令和4年度大会の様子
ワープロ 表計算 喫茶サービス

ビルクリーニング オフィスアシスタント

ポスター制作（DTP）

金賞受賞者の作品

写真撮影 木工 物品運搬

パソコン操作


